
後
期
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
に
お
け
る
部
派
仏
教
批
判

村
上
真
完

序

こ
こ
に
部
派
仏
教
と
い
う
の
は
、
説
一
切
有
部
と
経
量
部
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
阿
毘
達
磨
の
仏
教
に
相
当
す
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
初
期
仏

教
の
経
典
(
阿
含
)
に
説
か
れ
た
種
々
な
る
教
説
を
、
整
合
的
な
体
系
に
再
構
築
し
た
の
が
、
阿
毘
達
磨
(
論
章
一
回
)
の
仏
教
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
初
期
仏
教
が
行
き
つ
く
べ
き
思
想
体
系
を
構
築
す
る
営
み
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
自
体
は
後
に
は
仏
教
の
基
礎
学
と
し
て
学
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
初
期
仏
教
諭
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
説
一
切
有
部
の
教
学
を
批
判
的
に
整
理
し

た
世
親
の
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』

2
S往
き
さ
や
き
e
N
W
E
e
Q
H
h
b
N
W
E
)
は
、
数
あ
る
阿
毘
達
磨
の
中
で
も
、
代
表
的
な
名
著
で
あ
る
。

こ
の
阿
毘
達
磨
仏
教
を
ど
う
捉
ら
え
る
か
、
そ
し
て
そ
の
思
考
法
を
ど
う
把
握
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
の
基
礎
を
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
か
、
初
期
仏
教
を
ど
う
見
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
関
係
し
て
い
る
。

い
ま
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
、
阿
見
達
磨
文
献
だ
け
の
研
究
に
よ
っ
て
究
明
す
る
の
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
ー
ダ

1
ン
タ
派
の
中
の
シ
ャ
ン

カ
ラ
派
に
お
け
る
仏
教
批
判
の
諸
書
の
解
読
を
通
し
て
、
考
え
て
み
た
い
。
と
い
う
の
は
、
同
派
の
仏
教
理
解
と
そ
の
批
判
の
視
点
は
、
仏
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教
を
総
体
的
に
見
る
上
で
は
、
極
め
て
本
質
的
な
と
こ
ろ
を
捉
ら
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
派
の
基
本
経
典

NWSFS-や
め
見
詰

(
H
N
W
S
N
・N
-
z
jお
は
仏
教
批
判
を
意
図
し
て
い
る
と
、
諸
註
釈
は
解
し
て
い
る
。

こ
こ
で
批
判
さ
れ
る
仏
教
と
は
、
説
一
切
有
部
、
経
量
部
、
唯
識
(
稔
伽
行
)
派
、
中
観
派
の
四
学
派
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
諸
註
釈
の
ほ

ぼ
一
致
し
た
解
釈
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
の
最
初
の
一

O
経
が
説
一
切
有
部
と
経
量
部
と
の
批
判
に
あ
て
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
筆
者
は
先
に
シ
ャ
ン
カ
ラ
言
、
八
世
紀
)
の
註
釈
を
中
心
と
し
て
、
諸
註
釈
を
参
照
し
て
考
え
て
み
が
)
。
今
度
は
シ
ャ
ン
カ
ラ

派
(
不
二
一
元
論
〉
号
包

g
学
派
)
の
後
代
の
カ
シ
ュ
ミ
1
ル
の
人
サ
ダ

l
ナ
ン
ダ

(ω
主回
E
ロ
門
皆
同
忠
B
目E
E
-
一
七
|
一
八
世
紀
)
の
書

い
た
同
派
の
学
説
綱
要
書
み
号
叉
h
q
N
W
S》
さ
や
包
是

E

E回
目
戸
本
書
)
を
取
り
あ
げ
た
い
。
本
書
も
仏
教
の
四
学
派
の
学
説
に
論
及
し
て

批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
今
は
最
初
の
四
派
共
通
の
霊
魂
観
と
説
一
切
有
部
と
経
量
部
の
学
説
(
集
合
体
説
、
縁
起
説
、
利
那
滅
説
)
へ
の
批
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判
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

本
書
は
、
イ
ン
ド
の
中
心
か
ら
仏
教
が
消
滅
し
て
か
ら
五
百
年
余
も
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
資
料
的
価
値
に
疑
問
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
か
、

と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
の
点
は
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
し
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
シ
ャ
ン
カ
ラ

そ
れ
ま
で
も
仏
教
説
を
も
理
解
し
た
上
で
、
そ
れ
を
批
判
し
て
不
二
二
克
論
の
立
場
を
確
認
し
て
い
く
と
い
う
、
思
想
的

派
に
お
い
て
は
、

な
営
為
の
伝
統
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
は
そ
れ
ら
の
伝
統
の
総
合
を
企
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
仏
教
説
の
紹

介
と
そ
の
批
判
の
最
終
的
な
完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
仏
教
理
解
を
吟
味
す
る
町
ル

で
あ
る
。

霊
魂
観

本
書
は
仏
教
全
般
の
特
徴
を
、

そ
の
霊
魂
観
に
見
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
霊
魂
と
い
う
の
は
、
筆
者
の
翻
訳
で
あ
り
解
釈
で
あ
り
、
原
語

は』
H
A

〈
昨
日
凶
ロ
(
生
命
体
と
し
て
の
我
。
個
々
人
の
自
我
、
個
我
)
で
あ
る
。

ジ
!
ヴ
ァ
・
ァ
l
ト
マ
ン

本
書
第
二
章
は
個
我
と
は
何
か
、
と
い
う
聞
い
を
掲
げ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
最
初
に
仏
教
説
を
次
の
よ
う
に
示
す
(
以
下
に
引
用
文

の
仏
教
説
を
明
、
不
二
一
元
論
の
主
張
を
削
と
略
記
す
る
)
。

間
『
お
よ
そ
存
在
し
て
い
る
も
の
は
剥
那
的

F
S
H
-
E
)
で
あ
る
。
例
え
ば
雲
の
よ
う
に
、
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
、
〔
個
我
と
は
〕

或
い
は
剃
那
的
な
識
の
み
で
あ
る
の
か
(
宮
由
民
E
B
忌
日
ロ
白
B
2
ω
4凶
)
。
〔
そ
の
よ
う
に
〕
仏
牟
尼
の
弟
子
た
ち
で
あ
る
離
繋
者

(自己

rgazr巳
た
ち
、
す
な
わ
ち
毘
婆
沙
師
・
経
量
部
・
稔
伽
行
派
・
中
観
派
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
吉
ロ
円

E
E
-

B
口
氏
自
公
明
丘
町
ヨ
ロ
r
g
'
r品
目
田
町
〈
包
σ宮山印英国
aωE可山口件以内田・
J

問。E
n凶
日
・
宮
山
色
町
可
白
目
安
田
宮
当
日
百
円
宮
)
』
(
宮
】
・
包
∞
1EN)

仏
教
で
は
四
学
派
が
共
通
し
て
、
個
我
と
は
剃
那
(
一
瞬
)
に
滅
す
る
識
(
認
識
作
用
)
で
あ
る
、
と
承
認
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
後
の
方
で
は
、
仏
教
を
、

ア
ー
ト
マ
ン

「
剃
那
的
な
識
が
我
で
あ
る
と
い
う
主
張
」

F
E
D
-
E
i
B
E
E自由
tJbE-u・
印
句
)

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
観
点
は
本
書
の
特
色
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

ア

ー

ト

マ

ン

ア

1
ト
マ
ン

仏
教
は
古
来
、
我
の
存
在
を
承
認
し
な
い
、
と
い
う
無
我
説
を
主
張
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
我
の
意
味
は
、
日
常
的
な
経
験
の

ア
ー
ト
マ
ン

場
で
は
、
自
我
、
自
分
自
身
で
あ
る
。
し
か
し
前
生
か
ら
今
生
に
、
今
生
か
ら
来
生
に
転
生
し
て
行
く
輪
廻
を
予
想
す
る
場
合
に
は
、
我

は
霊
魂
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
霊
魂
と
し
て
の
我
は
過
去
か
ら
未
来
に
わ
た
っ
て
自
己
同
一
性
を
保
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
仏

後期シャンカラ派における部派仏教批判

教
は
こ
の
霊
魂
と
し
て
の
我
を
否
定
す
る
が
、
日
常
の
言
語
活
動
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
我
(
自
分
、
自
己
)
を
、
全
く
否
定
す
る
こ
と
は

ア
ー
ト
マ
ン

で
き
な
い
。
日
常
の
言
語
活
動
に
お
い
て
は
我
と
い
う
語
の
使
用
が
避
け
ら
れ
な
い
。

仏
教
も
輪
廻
を
前
提
に
し
、
輪
廻
(
生
死
)
か
ら
の
解
脱
を
説
く
。
す
る
と
遠
い
過
去
の
生
か
ら
現
世
、
さ
ら
に
未
来
世
に
い
た
る
ま
で

の
輪
廻
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
自
己
同
一
性
を
保
つ
存
在
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
も
、
通
常
霊
魂
を
意
味
す
る
語

ア
ー
ト
マ
ン
プ
ル
シ
M

ジ
1
ヴ
ァ

(
我
、
霊
我
、
個
我
)
を
用
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
代
名
調
(
私
、
汝
、
彼
、
彼
女
)
と
固
有
名
詞

B
2白
己
主
戸
留
円
Z
E
E
-
2
p
)
が、

過
去
世
か
ら
、
現
在
世
に
、
さ
ら
に
未
来
世
に
ま
で
い
た
る
霊
魂
(
主
体
)
の
存
在
を
暗
示
す
る
。
し
か
し
霊
魂
を
意
味
す
る
術
語
(
名
詞
)

ナ
!
マ
・
ル
1
パ

は
避
け
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
何
が
輪
廻
し
て
い
く
の
か
。
概
観
す
る
と

ω身
心
(
名
色
、
五
議
)
ま
た
は

ω心
(
識
)
が
不
連
続
な
が
ら
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も
連
続
し
て
行
く

(
H
相
続
す
る
)
、
と
説
か
れ
る
。

山
身
心
(
心
身
)
の
相
続

同
名
色
(
川
心
身
)
の
相
続
(
再
生
)

「
何
が
再
生
(
再
結
合
)
す
る
(
富
江
田
自
己
与
え
む
か
」
と
い
う
と
、
「
名
色
が
再
生
す
る
」
(
ミ
忠
実
立
さ
と
ミ
リ
ミ
ミ
-
u
・品。
70)
。
名
と
は

「
微
細
な
心
と
心
作
用
と
い
う
諸
要
素
」
(
出
口
r
r
c
B間
2
2白
1
2
E巴
E
仏
}
5
5
5削
)
で
あ
り
、
色
と
は
「
粗
大
な
も
の
」
(
。
罰
円
己
S
)
で
あ
る

と
い
う
(
同
七
・
色
E
l
E
)
。
要
す
る
に
名
と
は
心
的
諸
要
素
、
色
と
は
身
体
的
諸
要
素
で
あ
る
か
ら
、
名
色
と
は
身
心
(
心
身
)
で
あ
る
。

「
こ
の
間
じ
名
色
が
再
生
(
再
結
合
)
す
る
の
で
は
な
い
。
が
、
こ
の
名
色
に
よ
っ
て
善
ま
た
は
悪
の
業
を
作
り
、
そ
の
業
に
よ
っ
て
他

の
名
色
が
再
生
(
再
結
合
)
す
る
」
(
同
U
・
怠

:H)。
こ
の
関
係
は
、
植
え
た
マ
ン
ゴ
ー
〔
の
苗
木
〕
と
生
長
し
て
結
実
し
た
そ
の
果
実
、

た
き
ぴ

焚
火
と
そ
れ
に
よ
る
他
人
の
畑
へ
の
延
焼
、
燈
火
と
そ
れ
に
よ
る
火
事
の
発
生
と
類
焼
、
幼
い
少
女
と
生
長
後
の
妙
齢
の
女
性
、
牛
乳
と
そ

の
変
化
で
あ
る
酪
(
ヨ
ー
グ
ル
ト
)
等
の
比
喰
で
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
死
に
終
わ
る
名
色
と
再
生
(
℃
丘
町
山
口
門
主
「
再
結
合
)
に
お
け
る
名
色
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
け
れ
ど
も
、
同
じ
そ
こ
(
死
に
終
わ
る

名
色
)
か
ら
、
そ
れ
(
再
生
す
る
名
色
)
が
生
ま
れ
る
」
(
同
匂
・
品
∞
2
2
)

ス
カ
ン
ダ

刷

五

癌

(
U
身
心
の
要
素
の
集
合
体
H
色
・
受
・
想
・
行
・
識
)
の
相
続

ク

シ

ャ

ニ

カ

シ

ャ

ク

テ

イ

『
な
ぜ
な
ら
諸
趨
は
剥
那
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
が
移
転
す
る
能
力
は
な
い
。
け
れ
ど
も
諸
煩
悩
と
諸
業
と
に
よ
っ
て
養
わ
れ
た
煩

悩
だ
け
が
、
中
有

(
E
S品・
σz-E-w
死
と
次
の
生
と
の
中
間
の
存
在
)
と
呼
ば
れ
る
相
続
(
回
出
口
仲
田
己
)
に
よ
っ
て
、
母
胎
に
入
る
。
例

え
ば
燈
火
は
剥
那
的
で
あ
っ
て
も
相
続
に
よ
っ
て
他
の
処
に
〔
燃
え
移
る
〕
よ
う
に
。
ゆ
え
に
こ
こ
の
過
失
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に

ア
l
ト
マ
ン

我
が
な
く
て
も
、
煩
悩
と
業
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
諸
麗
の
相
続
(
由
吉
仲
間

E)
が
母
胎
に
到
る
、
と
い
う
こ
と
が
成
立
す
る
』
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(入山』町
N
w
p
・円)・尽川市∞
l
E
)

『
し
か
し
、
例
え
ば
剥
那
的
な
火
が
相
続
に
よ
っ
て
移
転
し
て
行
く
よ
う
に
、
衆
生
と
呼
ば
れ
る
曜
の
集
合

F
Z
E
E
-
S
E
C仏
間
百
)

も
渇
愛
と
執
著
(
取
)
と
を
も
っ
て
輪
廻
す
る

(
E
B
E
E丘
)
と
言
わ
れ
る
』
(
同
匂

-
h
N
:
)

制

の

相

続

夜
通
し
燃
え
続
け
る
燈
火
の
初
め
の
焔
と
夜
の
終
わ
り
の
焔
と
は
、
同
一
で
も
な
く
別
々
で
も
な
い
よ
う
に
、
「
ま
さ
し
く
同
様
に
法
の

相
続
(
島
即
日
自
由
'
自
己
主
)
が
継
続
す
る

F
E
E
Z
E。
一
方
が
生
ま
れ
(
喜
℃
a
E昨
日
)
、
他
方
が
滅
す
る
(
ロ

E
ι
]
E
E。
前
も
な
く
後

お
さ

も
な
い
よ
う
に
〔
法
の
相
続
が
〕
継
続
す
る
。
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
同
一
で
も
な
く
他
で
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
最
後
の
識
の
摂
め
る
と
こ
ろ

諸
法
(
人
間
存
在
の
諸
要
素
)

と
な
る

E
R
n
E
B中
三
町
田
町
口
出
a
g
u
m出
町
向
日
開
問
門
口
町
田
片
岡
)
」

(
h
h
h
N

・H
}

・8
2
1
2
こ
こ
に
最
後
の
識
に
身
心
の
諸
要
素
が
摂
め
ら
れ
る
と
い
う
か
ら
、

識
が
そ
れ
ら
の
中
心
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
例
は
次
の
凶
の
資
料
と
も
な
る
)

ω同
識
(
心
)
の
相
続

原
始
経
典
の
中
で
は
、
縁
起
支
の
中
の
識
が
、
母
胎
に
宿
る
生
命
と
解
さ
れ
る
(
む
合
E
e
S
N
E
E
H
U
-
ロ
-
H
Y
B
)
。

『
心
(
円
宮
山
)
が
我
執
の
依
り
所
で
あ
る
か
ら
(
田
町
田

B
E
E
E
Eロロ広
E
E芝
山
門
)
我
で
あ
る
と
比
喰
的
に
説
か
れ
る
(
自
日
削
・

5ー

己
宮
門
出
『
百
円
巾
)
』

(
k
E
N
W
P
・
匂
・
目
。
)

ア
ー
ラ
一
ヤ

刷
阿
頼
耶
識
(
即
日
山
富
a

三
宮
山
口
出
)
の
相
続

『
暴
流
が
草
や
木
片
や
牛
糞
等
を
運
ん
で
行
く
よ
う
に
、
福
・
非
福
・
不
動
業
の
潜
勢
力
(
習
気
)
を
伴
な
っ
て
阿
頼
耶
識
も
ま
た
、

チ
ェ

1
タ
ナ
ー

触
・
作
意
等
(
+
受
・
想
・
思
)
を
運
ん
で
流
れ
と
し
て
輪
廻
が
停
止
す
る
ま
で
続
く
』
(
∞
岳
町

ggHr
吋
3.き
ぬ
言
t

せ
き
も
不
均
言
匂
ぬ

H
)
-
N
N
ω
ω
)
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か
ら
だ

こ
の
中
で

ωは
、
要
す
る
に
体
と
心
の
諸
要
素
が
輪
廻
し
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
生
き
て
い
る
時
の
姿
の
延
長
上
に
お
い
て
、

生
前
ま
た
は
死
後
の
存
在
を
考
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
凶
で
は
心
(
識
、
阿
頼
耶
識
)
が
霊
魂
の
意
味
を
荷
う
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
場
合
こ
の
心
(
識
)
が
無
常
で
あ
り
剥
那
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
が
、
他
学
派
の
認
め
る
霊
魂
(
間
百
g
P
U
C
E
2・

世
〈
白
)
と
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の

ωの
心
(
識
)
も
決
し
て
単
独
で
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
多
く
の
心
理
作
用

や
心
理
状
態
(
心
作
用
、
心
所
法
)
を
伴
な
う
心
的
複
合
体
を
な
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
諸
の
付
属
す
る
要
素
(
諸
法
)
を
伴
な
う
の
で

あ
る
か
ら
、
山
の
名
色
や
五
曜
と
同
じ
も
の
と
し
て
人
間
存
在
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ

ωは
、
そ
の
中
の
心
や
識
に
中
心
的
な
位
置
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を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
は
こ
の

ωの
よ
う
な
霊
魂
観
を
仏
教
の
四
派
の
共
通
に
認
め
る
も
の
と
見
倣
す
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
霊
魂
観
の
指
摘
は
誰
に
始
ま

る
の
か
、
は
研
究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
先
に
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
世
親
は
我
執
の
依
り
所
と
な
る
心
を
我
で
あ
る
と
比
喰
的
に

言
う
と
説
く
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
て
一
聖
典
に
、

『
な
ぜ
な
ら
よ
く
調
御
(
調
伏
)
さ
れ
た
我
(
自
己
)
に
よ
っ
て
(
際
自
由
ロ
削
庄
吉
弘
智
窓
口
釦
)
智
者
は
〔
生
〕
天
(
由

g話
白
)
を
得
る
』

214 

(
匂
告
さ
吉
司
hNH
門、弘司・お

-qa)

と
あ
る
が
、
他
で
は
我
を
心
(
円
富
国
)
に
か
え
て
、

『
心
を
調
御
(
調
伏
)
す
る
こ
と

E
g
g
E
)
は
よ
い
。
調
御
(
調
伏
)
さ
れ
た
心
は

(nEmg
門街ロ
S
B
)
楽
を
も
た
ら
す
』
(
円
、
号

ω]「
]
{
円
【
凶
)

と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
広
尽
ぷ
・
℃
-
N
1
1
3
。
同
じ
趣
旨
を
中
観
派
の
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
l
カ
ラ
マ
テ
イ
(
一

oー
二
世
紀
)
も
同
じ

引
用
文
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
屯
・
「
〈
回

E
E
E
-
-
p
h
g
gミ
b
g
H
b
s
s
-
N
N
G
f
N
図
。
た
だ
し
彼
は
「
未
了
義
と
し
て
世
俗
と
し
も
い
叫
が

ア
ー
ト
マ
シ

我
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
が
、
第
一
義
と
し
て
で
は
な
い
」
と
付
記
す
る
)
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
心
が
我
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
仏
教
の

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
に
は
、
霊
魂
(
営
区
間

P
U
R
E白
)
は
精
神
的
な
も
の
(
円
忠
告
白
)
で
あ
り
、
精
神
性

(
g
E口
百
)
を
そ
の
本
質
と
す
る
、
と
考
え

チ
ェ

1
タ
ナ

ら
れ
て
い
る
。
精
神
的
と
い
う
の
は
、
生
き
て
い
る
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
(
ミ
尽
き
.
・
品
-
N
・ω
t
g
が
、
サ
l
ン
ク
ヤ
派
の
文
献
で
は
、

「
楽
・
苦
・
療
を
知
覚
す
る
」
(
回
忌
E
E
E
f
r
g
a
g
o
F
E
S
S
E民
)
と
解
さ
れ
る
(
訟
ミ
$
』
WE-h守
お
む
け
匂
門
戸
諸
註
釈
)
。
同
派
で
は
覚

マ
ナ
ス

(ぴ

ZEE-唱
意
識
の
器
官
と
作
用
)
も
我
慢
岳

SMEg--自
我
意
識
の
器
官
と
作
用
)
も
意
も
、
根
元
的
物
質
の
所
産
で
あ
っ
て
非
精
神
的

ア

ー

ト

マ

ン

チ

ェ

1
タ
ナ

P

(mnmgg)
で
あ
り
、
「
楽
・
苦
・
療
を
知
覚
し
な
い
」
と
い
う
。
仏
教
は
我
を
認
め
な
い
た
め
か
、
精
神
的
と
か
精
神
位
と
い
う
語
を
ほ

と
ん
ど
用
い
な
い
。
し
か
し
仏
教
で
は
識
(
ま
た
は
心
、
意
)
が
精
神
的
な
も
の
で
あ
る
と
、
サ
1
ン
ク
ヤ
派
は
見
倣
し
て
い
る
。
同
派
の

プ
ル
シ
ャ

『
ユ
ク
テ
ィ
デ
ィ

l
ピ
カ

1
』
(
Y
)
は
、
「
識
だ
け
が
対
象
を
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
中
略
)
霊
我
を
想
定
す
る
要
が
ど
う
し
て
あ
る

鳴時

か
」
(
〉
・
4
〈
巾
N
】
叩
吋
自
己

ω・
露
。
宮
岡
山
市
子
州
、
尋
詮
宣
言
H
V

・ロ
O
H
O
-
M
M
)

と
い
う
仏
教
徒
と
の
論
争
を
載
せ
て
い
る
。
そ
し
て
自
派
の
立
場
か
ら

『
精
神
性

(
n
a
E凶
・
思
)
が
意
の
属
性
(
ヨ
ωヨ。，仏
F
R
S釦
)
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
空
想
に
す
ぎ
な
い
』
(
同
U
・
見
。
E
l
E
)

と
論
断
し
て

チ
ェ

1
タ
ナ
1

い
る
。
こ
の
思
と
は
、
仏
教
(
『
倶
舎
論
』
等
)
で
は
意
思
、
意
志
を
意
味
し
、
意
業
で
あ
っ
て
、
身
・
口
の
行
為
(
業
)
の
原
動
力
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
(
与
た
g
・u
-
E
E
)
。
こ
れ
を

Y
は
サ
l
ン
ク
ヤ
派
の
考
え
る
精
神
性
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。
ヴ
ァ
l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ

プ
ッ
デ
イ
チ
ャ
ィ
タ
ヌ
ヤ

シ
ュ
ラ
(
一

O
世
紀
)
も
、
「
虚
無
論
者
(
仏
教
徒
)
の
〔
い
う
〕
よ
う
に
覚
に
精
神
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
(
包
仇
門

口
)
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
で
は
識
(
ま
た
は
意
、
覚
)
と
い
う
認
識
作
用
に
精
神
性
が
あ
る
、
と
サ
!
ン
ク
ヤ
派
は
考
え
て
、
そ
れ
を
批
判

グ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ

す
る
の
で
あ
る
。
仏
教
で
も
法
称
(
六
l
七
世
紀
)
は
、
言
行

(
4
2岳
町
田
)
等
に
お
い
て
、
「
他
人
の
精
神
性
(
宮

E
-
g
gロ
ヨ
・
他

人
の
精
神
活
動
、
心
的
活
動
)
が
理
解
さ
れ
る
」
(
M
M
S
さ
q
s
s
h
ミ
奪
回

ω-g)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
精
神
性
は
心
(
意
、
識
)
に
あ
る
は
ず

で
あ
る
が
、
心
と
同
様
に
剥
那
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書
(
与
回
目
叫
)
は
次
に
他
学
派
(
ジ
ヤ
イ
ナ
、
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ
カ
、
ミ
1
マ
l
ン
サ
l
、
サ
l
ン
ク
ヤ
、
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
)
の
個
我
観
を

紹
介
し
、
仏
教
の
四
派
の
学
説
の
要
点
を
次
の
よ
う
に
示
す
。

ア

ル

タ

サ

ッ

ト

ク

シ

ャ

ニ

カ

間
『
そ
の
中
で
後
述
さ
れ
る
外
的
な
あ
ら
ゆ
る
対
象
は
|
|
!
何
で
も
存
在
し
て
い
る
も
の
は
剰
那
的
で
あ
り
、
例
え
ば
雨
雲
の
集
ま
り

プ

ラ

テ

ィ

ア

ク

シ

ャ

ア

ヌ

メ

1
ヤ

ヴ

ァ

イ

パ

l
シ
カ

の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
|
上
直
接
知
覚
さ
れ
る
し
、
ま
た
推
論
さ
れ
る
、
と
毘
婆
沙
師
は
い
う
。

プ
V
ヂ

イ

ア

ル

タ

サ

ウ

ト

ラ

1
ン
テ
ィ
カ

意
識
(
覚
)
は
多
彩
で
あ
る
か
ら
対
象
が
剰
那
的
で
あ
っ
て
も
推
論
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
、
と
経
量
部
〔
師
〕
は
い
う
。
な
ぜ

ガ

タ

ア

I
A
M
-
-
一

フ

プ

ラ

テ

ィ

ピ

ン

パ

ぜ

ン

パ

な
ら
瓶
の
形
象
を
も
っ
知
に
瓶
等
の
映
像
が
生
ず
る
か
ら
。
す
な
わ
ち
そ
の
映
像
は
実
物
に
も
と
づ
く
。
〔
知
に
お
け
る
瓶
の
形
象

プ
ラ
テ
ィ
ぜ
ン
パ
ト
ヴ
ァ

I
ト

は
〕
映
像
で
あ
る
か
ら
。
例
え
ば
顔
等
の
映
像
の
よ
う
に
。

グ
ィ
ジ
ニ
ャ

1
ナ
マ

1
ト

ラ

ヨ

laMlチ
ャ

1
ラ

一
切
は
剰
那
的
な
識
の
み
(
唯
識
)
で
あ
る
、
と
稔
伽
行
〔
師
〕
は
い
う
。

パ

ー

フ

ヤ

シ

ュ

1
ヌ

ヤ

マ

l
pヤ
ミ
カ

外
〔
界
〕
は
承
認
さ
れ
な
い
か
ら
、
そ
れ
(
識
)
も
空
で
あ
る
だ
け
で
あ
る
、
と
中
観
〔
師
〕
は
い
う
』

(
U
・印日

t
J

以
上
は
仏
教
の
四
派
の
学
説
を
巧
み
に
要
約
し
て
い
る
。
毘
婆
沙
師
(
宗
)
は
外
的
な
対
象
が
直
接
知
覚
さ
れ
、
推
論
さ
れ
る
、
と
い
う
の

に
対
し
て
、
経
量
部
は
、
そ
れ
は
推
論
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
、
認
識
論
上
の
視
点
か
ら
要
約
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
四
者
(
派
)
の
相
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違
は
見
識
の
優
劣
に
由
来
す
る
と
し
て
、
そ
の
実
践
法
に
触
れ
る
。

ヒ

ー

ナ

マ

テ

ィ

サ

ル

ヴ

ァ

ア

ス

テ

ィ

ト

ヴ

ア

ヴ

ァ

l
ダ

ク

シ

ャ

ニ

カ

ト

ヴ

問
問
『
お
よ
そ
見
識
の
劣
る
者
た
ち
は
一
切
〔
実
〕
有
論
に
よ
っ
て
剃
那
的
で
あ
る
こ
と
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

シ
ュ

l
ヌ
ヤ
タ
l

マ

ド

ヤ

マ

ジ

ュ

ニ

ャ

l
ナ
マ

1
卜
ラ
ア
ス
テ
ィ
ト

て
空
性
に
入
る
。
し
か
し
中
位
の
者
た
ち
は
知
の
み
が
有
る
こ
と
に
よ
っ
て
空
性
に
入
る
。

シ
ュ

1
ヌ
ヤ
タ
タ
ッ
ト
ヴ
ア

も
う
直
接
に
の
み
空
性
の
真
実
が
示
さ
れ
る
』
(
匂

-g;)

し
か
し
そ
れ
ら

t号
日プ VJ

議;意;
の;向と
優;に
る包従
者:っ

216 

た
ち
は
、

こ
こ
で
は
、
仏
教
は
空
性
に
入
る
こ
と
を
、

そ
の
実
践
法
(
観
行
)
と
し
て
い
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

続
い
て
本
書
は
、

『
そ
の
中
で
最
初
に
、
毘
婆
沙
〔
師
〕
と
経
量
部
と
の
両
者
の
貯
俸
を
示
し
て
か
ら
、
〔
そ
れ
を
〕
排
除
す
る
』

(U-g:)

と
い
っ
て
、

ま
ず
そ
の
集
合
体
説
に
論
及
す
る
。

集
合
体
説

こ
こ
で
集
合
体
説
と
い
う
の
は
、
元
来
回
同
-

M
・M
-
H
∞
の
仏
教
批
判
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
苧
S
)
も
解
す

る
よ
う
に
、
こ
の
人
間
存
在
が
外
的
と
内
的
と
の
二
種
の
集
合
体
(
印
国

B
E
M
E
)
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、
永
遠
な
精
神
的
も
が
マ
ヤ

主
宰
神
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
書
(
弘
同
め
)
は
い
う
。

国
『
外
的
な
一
切
の
も
の
が
有
る
と
い
う
論
者
た
ち
(
∞

S
E
'
E
2
r
E
S
g品
岳
S
F
一
切
実
有
論
者
H
説
一
切
有
部
)
は
、
外
的
と

内
的
と
の
二
〔
種
〕
の
集
合
体
(
回
自
己
門
罰
百
)
を
考
え
る
。
そ
の
中
で
前
者
は
元
素

(σ
百
戸
大
、
大
種
)
と
元
素
か
ら
成
る
も
の

リ

ト

ウ

S
E
E
-
E
-
大
種
所
造
)
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
元
素
は
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
季
節
で
あ
り
、
元
素
か
ら
成
る
も
の
は
、
色
等
対

パ
ラ
マ
ア
ヌ

象
と
そ
れ
を
把
握
す
る
眼
等
感
官
と
で
あ
る
。
地
の
極
微
(
原
子
)
は
堅
い
自
性
を
有
し
、
水
の
極
微
は
潤
い
の
自
性
を
有
し
、
火

は
熱
い
自
性
を
有
し
、
風
は
動
く
自
性
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
四
種
(
元
素
)
は
〔
世
界
〕
創
造
の
時
に
集
合
に
よ
っ
て
極
微
の
集
積
だ

ア
ヴ
ア
ヤ
ヴ
ァ

け
が
〔
構
成
〕
部
分
と
な
っ
て
地
等
と
し
て
生
ず
る
。
し
か
し
部
分
と
異
な
る
全
体
は
な
い
。
〔
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
〕
認
識
手
段
が
な

グ

ナ

い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
〔
部
分
の
他
に
全
体
が
あ
る
な
ら
〕
ニ
属
性
や
重
さ
等
の
知
覚
が
結
果
す
る
か
ら
で
あ
る
』
(
み
切
め
-
u
・印。
0
5
)

右
の
六
元
素
(
六
大
)
説
は
、
『
稲
芋
経
』

(
b
g
h
S
遺
言
lh
ぬ
マ
ロ
)
の
六
要
素

E
E
Z
界
)
に
源
泉
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
が
、
ヴ
ァ

l
チ

ヤ
ス
パ
テ
イ
ミ
シ
ュ
ラ
(
同
別
言
さ
Q
H
N
H
N
w
h
h
・
邑
回
目
山
・

N
-
N
・戸

H
〕・日
N
。M
M

)

が
そ
れ
を
引
用
し
、
マ
ー
ダ
ヴ
ア
(
一
四
世
紀
を
さ
色
町
誌

sal

sshs吉
日
的
匂
仇
・
口
-

N

・N
C
∞
)
も
六
要
素
に
言
及
し
て
い
る
。
地
等
の
極
微
を
微
粒
子
と
し
て
で
は
な
く
、
堅
さ
等
の
性
質
(
自
性
)
と
し

て
考
え
、
極
微
の
集
合
が
地
等
で
あ
る
と
し
、
部
分
と
異
な
る
(
部
分
以
外
の
)
全
体
は
な
い
、
と
い
う
見
方
(
物
質
観
)
は
、
大
体
は

『
倶
舎
論
』

(
k
Z
N
w
p
-
U
H
)
・日
N

Z

)

が
整
理
し
て
示
す
説
一
切
有
部
の
思
考
法
を
承
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
外
的
な
集
合
体
は
人
間
存
在
を
中
心
と
し
て
見
る
と
身
体
を
指
す
は
ず
で
あ
る
が
、
知
覚
の
対
象
を
も
含
ん
で
い
る
か
ら
、
身
体

の
外
の
世
界
を
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、

閉
山
『
ま
た
内
的
な
集
合
体
は
心
・
心
所
か
ら
成
る
(
円
圧
回
目

g
E皆
吉
品
目
)
。
そ
し
て
そ
の
原
因
は
、
色
離
・
識
誼
・
受
離
・
想
離
・
行

語
と
い
う
五
離
で
あ
る
(
印
宵
山
口
仏
討
中
古
田
出

g
r出)』
(
U
・
8zIE)

内
的
集
合
体
と
は
心
と
諸
の
心
所
(
心
理
状
態
・
心
理
作
用
)
と
か
ら
成
る
心
的
複
合
体
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
五
離
の
中
か
ら
色
離

を
除
い
た
四
が
心
・
心
所
の
複
合
体
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
心
・
心
所
か
ら
成
る
集
合
体
の
原
因
を
五
離
と
す
る
。
恐
ら
く
こ
の

五
趨
と
は
五
趨
か
ら
成
る
身
心
の
複
合
体
す
な
わ
ち
人
間
存
在
と
し
て
の
個
体
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
心
・
心
所
の
複
合
体
も
そ
れ
を
有
す

る
生
身
の
人
聞
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
五
離
の
順
序
は
仏
教
で
通
例
の
色
受
想
行
識
と
は
異
な
る
が
、
ヴ
ェ
ー

ダ
l
ン
タ
派
の
文
献
で
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
色
識
受
想
行
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
一
々
の
説
明
が
あ
る
。

間
『
そ
の
中
で
こ
れ
ら
(
感
官
)
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
る
(
晶
君
主
♂
変
壊
す
る
)
と
い
う
の
が
紅
「
で
あ
る
、
と
い
う
語
源
分
析
に
よ

ヴ
ィ
シ
ヤ
ヤ

っ
て
対
象
を
伴
な
う
感
官
(
根
)
が
色
謹
(
色
の
集
合
)
で
あ
る
。
た
と
い
知
覚
さ
れ
る
(
変
壊
す
る
)
地
等
が
外
的
な
も
の
で
あ
っ

カ

l
ヤ

て
も
、
知
覚
さ
れ
(
変
壊
す
)
る
状
態
に
お
い
て
は
(
吋
口
富
田
ヨ
皆
同
仲
間
ふ
弘
容
問
自
)
、
身
体
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
或
い
は
感
官
と

後期シャンカラ派における部派仏教批判

結
合
し
て
い
る
か
ら
、
内
的
で
あ
る
』
(
匂

-gziE)

色
を
「
変
壊
す
る
」
守
口
富
田
戸
こ
わ
れ
る
)
も
の
と
解
釈
す
る
の
は
、
仏
教
の
伝
統
で
あ
り
、
『
倶
舎
論
』

(
h
F
N
S
・
℃
・
句
。
)
の
真
諦
訳
で
も
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玄
英
訳
で
も
、
変
壊
と
し
て
お
り
、
本
文
で
は
「
妨
げ
ら
れ
る
」

(σ
包
『
百
戸
玄
突
訳
は
変
悩
、
真
諦
訳
は
有
対
擬
)
と
説
明
さ
れ
る
。
し

か
し
本
書
区
民
)
の
作
者
が
そ
う
理
解
し
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
色
と
は
眼
に
見
え
て
知
覚
さ
れ
る
も
の
&
や
形
)
、
と
解

し
た
と
思
わ
れ
る
。
色
離
と
は
何
を
指
す
か
は
、
原
始
経
典
以
来
必
ず
し
も
明
瞭
に
一
不
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
本
書
は
、
「
対
象
を
伴
な
う

218 

諸
感
官
」
と
理
解
し
て
い
る
。
た
だ
し
本
書
の
右
の
文
は
切
ミ
・
(
匂
・
印
忠
ω
1
u
)

と
同
文
で
あ
る
。

ア

ハ

ム

プ

ラ

ト

ヤ

ヤ

ア

!

カ

l
ラ

一

ア

l

一

フ

ヤ

ア

1
ト
マ
ン

山
間
『
識
離
は
二
種
で
あ
る
。
〔
そ
の
〕
第
一
は
「
私
が
」
と
い
う
観
念
の
形
を
と
る
阿
頼
邪
識
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
だ
け
が
我
で
あ

ヴ
ィ
シ
ャ
ヤ
プ
ラ
ト
ヤ
ヤ

る
。
第
二
は
「
こ
れ
」
と
い
う
感
官
等
か
ら
生
ず
る
対
象
の
観
念
が
あ
っ
て
転
識

(
U
3
4
3
Z
C
S
E
w
活
動
す
る
認
識
作
用
)
と
呼
ば

れ
る
。
ま
た
そ
れ
(
転
識
)
は
感
官
の
違
い
に
よ
っ
て
六
種
で
あ
る
。
こ
の
両
の
識
(
認
識
作
用
)
は
概
念
的
判
断
を
離
れ

(E2Ha

FaErp無
分
別
で
あ
り
)
利
那
的
で
あ
る
。
〔
な
ぜ
な
ら
識
が
〕
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(E守
宮
)
。
そ
し
て
利
那
性

F
E
D

-r巳
〈
ヂ
利
那
的
で
あ
る
こ
と
)
と
は
第
二
利
那
の
存
立
の
滅
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
前
の
阿
頼
耶
識
に
よ

プ
ラ
ヴ
ァ
!
ハ

っ
て
、
後
々
の
〔
阿
頼
耶
識
〕
が
生
ず
る
、
と
い
う
よ
う
に
無
始
無
終
の
〔
識
の
〕
流
れ
が
あ
る
』
(
右
・
印
出
z
d
y
)

マ

ナ

こ
こ
の
識
の
説
明
は
大
体
は
唯
識
派
の
説
に
も
と
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
右
に
は
末
那
識

(
5
8
0
ロ
MHHH54UED白
日
)
に
触
れ
て
い
な
い
が
、

右
の
阿
頼
耶
識
は
自
我
意
識
を
特
徴
と
す
る
の
で
、
末
那
識
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
後
代
の
説
一
切
有
部
(
毘
婆
沙

宗
)
が
右
の
よ
う
な
阿
頼
耶
識
説
を
採
用
し
た
か
ど
う
か
、
他
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
、
マ

l
ダ
ヴ
ア
は
経
量
部
説
と
し
て
阿
頼
耶
識
を

デ
ィ
グ
ナ
l
ガ

右
と
同
様
に
解
し
て
、
転
識
と
と
も
に
識
殖
の
内
容
と
し
て
い
る

G
b句
・
ロ
-
q
-
N匂
1

∞
・
呂
町
)
。
右
に
は
陳
那
や
法
称
の
「
直
接
知
覚
と
は

カ
ル
パ
ナ

l

ア

ポ

!

グ

ム

概
念
化
を
離
れ
て
い
る
(
無
分
別
で
あ
る
こ
と
い
う
直
接
知
覚
説
と
、
法
称
の
「
存
在
し
て
い
る
も
の
は
剃
那
的
で
あ
る
」
と
い
う
刺
那
滅

説
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
剃
那
的
な
我
(
リ
識
)
に
付
随
す
る
と
思
わ
れ
る
難
点
(
享
受
の
た
め
の
活
動
が
あ
り
得
な
く
な
る
と
い
う
問
題
)
を
と
り
あ
げ
て
、
そ

れ
に
答
え
る
。

ー
j

ク

シ

ャ

ニ

カ

ア

l

卜

マ

ン

ボ

1
ガ

プ

ラ

ヴ

リ

ツ

テ

イ

ぽ
『
ま
た
「
剃
那
的
な
我
に
は
他
の
時
に
あ
る
べ
き
享
受
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
と
言
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
〔
な
ぜ

タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ジ
ユ
ニ
ャ
l
ナ

な
ら
〕
活
動
が
な
い
こ
と
は
真
実
知
の
前
に
起
こ
る
の
か
、
或
い
は
後
に
〔
起
こ
る
の
〕
か
、
〔
と
い
う
と
、
ま
ず
〕
前
者
で
は

日明マ

戸、、
4

0

ふ
匂
し

-
b
ト
ァ
・
マ

I
ヴ
ア
ナ
l

ス
テ
イ
ラ
ト
ヴ
ァ
・
ゴ
l
チ

ャ

ラ

ヴ

ァ

l
サ
ナ

l

な
ぜ
な
ら
刺
那
性
の
修
習
の
成
熟
な
し
に
は
、
恒
常
性
を
対
象
と
す
る
無
始
な
る
堅
固
な
潜
在
意
識
(
習
気
)
が
断
ぜ
ら

れ
な
い
か
ら
、

活
動
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

ス
ワ
ラ
ク
シ
ャ
ナ

ま
た
剃
那
性
の
修
習
は
、
山
〔
直
接
知
覚
の
対
象
と
な
る
〕
独
自
相
の
修
習
、
間
利
那
性
の
修
習
、

シ
ュ

1
ヌ
ャ
・
ペ

l
ヴ

ア

ナ

?

シ

ユ

ツ

ダ

ヴ

ア

ス

ト

ゥ

空
の
修
習
の
四
種
で
あ
る
。
そ
の
中
で
独
自
相
は
純
浄
な
る
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
(
独
自
栴
の
修
習
)

f

ル

ミ

・

パ

}

ヴ

ァ

ニ

ラ

l

サ

ス

タ

1
イ

ト

ヴ

ァ

・

ニ

ラ

l
サ

主
体
と
の
存
在
(
関
係
)
が
排
除
さ
れ
る
。
利
那
性
の
修
習
に
よ
っ
て
恒
常
性
が
排
除
さ
れ
る
。

に印"
よ古ょ
っの人

て修t
属f習?
性:
と・ (4)

ま
た
後
者
(
真
実
知
の
後
に
活
動
が
無
く
な
る
と
い
う
難
)

サ
ン
タ
l
ナ

を
伴
な
う
阿
頼
耶
識
の
相
続
が
停
止
す
る
か
ら
、

し
か
し
四
種
の
剃
那
性
の
修
習
が
成
熟
す
る
と
、
或
い
は
動
揺

ヴ
ア
ジ
ュ
ニ
ャ
・
イ
!
シ
ユ
ザ
ア
ラ
サ
ン
タ

1
ナ
・
ア
ン
タ
ル
パ

1
ヴ

ア

ル

1

ま
た
は
動
揺
の
な
い
全
知
の
主
宰
〔
神
〕
の
相
続
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
在
り
方
と

も
な
い
。

す
解?る
脱J
に:
達・
すご
る!
ヲプ

と7

よ
っ
て

活
動
が
な
く
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
以
上
〕

パ
ン
ダ

こ
れ
に
よ
っ
て
繋
縛
と
解
脱
と
が

示
さ
れ
た
』
(
℃
・
日
;
。
)

マ
ー
ブ
ア
ナ
1

四
種
の
骸
習
は
マ

l
ダ
ヴ
ア
(
包
め
・
口
・
ロ
-
h
l口
品
)
が
詳
論
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
山
と

ωの
順
序
が
異
な
り
、
ま
た
こ
の
修
習
は

中
観
派
の
見
解
に
接
続
し
て
い
る
。
四
種
の
修
習
は
仏
教
説
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
設
問
と
そ
れ
へ
の
解
答
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
解
脱
を

ィ

ー

シ

ユ

グ

ア

ラ

「
全
知
の
主
宰
〔
柿
〕
の
相
続
に
含
ま
れ
る
こ
と
」
と
す
る
点
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
派
の
最
高
神
の
観
念
を
仏
教
(
毘
婆
沙
宗
)
に
与
え

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
剃
那
的
な
我
(
日
識
)
の
難
点
は
こ
こ
で
は
全
て
避
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

五
離
の
残
余
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

プ
ラ
ト
ヤ
ヤ
ヴ
ェ
ー
ダ
ナ
1

間
『
前
述
の
知
よ
り
生
ず
る
楽
苦
等
の
観
念
が
受
誼
で
あ
る
。
牛
・
馬
等
の
語
に
よ
っ
て
つ
ぶ
や
か
れ
た
観
念
は
概
念
的
判
断
を
伴

サ
ン
ジ
ュ
ニ
ャ

l

ヴ
ァ

1
サ
ナ

1

ル

1

パ

ラ

1
ガ

ク

レ

l
シ

ャ

マ

ダ

な
う
(
印
E
F
ω
-
E
r
p
有
分
別
の
)
想
離
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
、
潜
在
意
識
(
習
気
)
を
在
り
方
と
す
る
貧
等
の
煩
悩
と
情
(
倣

ー

ナ

ウ

パ

ク

レ

ー

シ

ャ

ダ

ル

マ

ア

ダ

ル

マ

サ

ン

ス

カ

1
ラ

り
)
・
慢
(
高
慢
)
等
の
随
煩
悩
、
法
(
善
、
功
徳
)
・
非
法
(
不
善
、
罪
禍
)
と
が
、
行
離
で
あ
る
。

チ

ッ

タ

チ

ヤ

イ

タ

チ

ャ

ィ

タ

ト

ヴ

ア

プ

ラ

ヴ

ァ

l

ハ

こ
の
中
で
識
離
が
、
む
で
あ
り
、
他
が
心
所
で
あ
る
。
し
か
し
心
所
で
あ
る
こ
と
は
、
色
麗
等
が
心
に
お
け
る
流
れ
に
含
ま
れ
で
も
、

後期シャンカラ派における部派仏教批判

心
が
特
殊
の
対
象
に
染
ま
る
こ
と
が
あ
る
と

〔
可
能
に
〕

な
る
が
、

〔
心
が
特
殊
の
対
象
に
染
ま
る
こ
と
が
〕

な
い
と
、

〔
心
所
で
あ
る
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こ
と
は
〕
な
い
。
〔
な
ぜ
な
ら
心
・
心
所
は
〕
偶
然
的
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
覚
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
集
合
体
が
五
離
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
内
的
集
合
体
の
原
因
で
あ
る
』
(
匂
・
思
=
ー
コ
)

説
一
切
有
部
の
諸
法
の
体
系
(
五
位
)
で
は
、
行
誼
は
心
相
応
行
と
心
不
相
応
行
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
本
書
は
心
不
相
応
行
に
は
触
れ
な

い
で
、
行
離
を
す
べ
て
心
所
法
に
限
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
右
の
法
・
非
法
は
有
部
の
法
の
体
系
に
は
な
い
が
、
内
容
上
は
善
業
と
悪
業
と
に

相
当
す
る
。
な
お
右
の
五
離
の
一
々
の
説
明
は
マ

1
ダ
ヴ
ア
の
経
量
部
説
中
に
あ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
(
包
句
・
ロ
-
q
-
N
自
l
N
∞∞)。

サ
ム
ダ

1
ヤ

-
F
ヴ

ア

ヤ

タ

シ

ャ

ニ

一

カ

間
『
ま
た
そ
の
二
種
の
集
合
体
は
、
直
接
知
覚
と
推
論
と
に
よ
っ
て
剥
那
的
で
あ
る
と
だ
け
、
認
識
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
現
在
の
蛇
が

グ

ィ

シ

ャ

ャ

ヴ

!

ヴ

リ

ッ

テ

ィ

ユ

ラ

を
判
定
す
る
直
接
知
覚
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
対
象
が
〔
そ
れ
が
〕
存
在
し
て
い
な
い
も
の
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
青
同
」
と

判
定
す
る
〔
直
接
知
覚
〕
に
よ
っ
て
自
ら
の
対
象
が
「
来
車
」
か
ら
〔
排
除
さ
れ
る
〕
。
ま
た
推
論
は
〔
次
の
通
り
〕
。

バ
ー
ヴ
ア
ク
シ
ャ
エ
カ

あ
ら
ゆ
る
存
在
は
剃
那
的
で
あ
る
。

ア

ル

タ

タ

リ

ヤ

ー

ヵ

l

リ

ト

ヴ

ア

ー

ト

サ

ッ

ト

グ

ア

1

ト

有
効
作
用
を
な
す
か
ら
、
ま
た
存
在
す
る
か
ら
。

タ
シ
M
I
-
-

カ

ア

ル

タ

タ

リ

ャ

ー

ヵ

l

リ

凡
そ
剃
那
的
で
な
い
も
の
は
、
有
効
作
用
を
な
す
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
存
在
す
る
も
の
で
も
〔
な
い
〕
。
例
え
ば
兎
の
角
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(
申
京
)

(
因
)
(
轍
)

の
よ
う
に
。

ガ

タ

サ

ッ

ト

ヴ

ア

1
ニ

瓶
が
最
後
の
剥
那
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
前
の
剃
那
に
限
定
さ
れ
た
諸
存
在
は
、
自
ら
の
存
在
の
剰
那
よ
り
後

ヴ

イ

ナ

l

シ

ニ

ー

の
利
那
に
は
消
滅
す
る
も
の
で
あ
る
。

ガ

タ

サ

ッ

ト

ヴ

ア

1

ト

瓶
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

サ
ッ
ト
グ
ア

最
後
の
剃
郡
に
限
定
さ
れ
た
存
在
の
よ
う
に
。

プ
ラ
ヴ
ァ

l

へ
1
シ
ュ
ア
ヴ
ィ

F
ヤ
1

エ

ミ

ッ

タ

ロ

ー

ヵ

・

ヴ

ヤ

ヴ

ア

ハ

1
ラ

こ
の
よ
う
に
剥
那
的
な
流
れ
に
お
い
て
無
明
等
を
誘
因
と
し
て
世
間
の
言
行
が
あ
る
』
(
匂
匂
・
日
吋
=
ふ
さ

ア
ポ
1
ハ

お
よ
そ
語
は
他
者
の
排
除
に
よ
っ
て
意
味
を
表
す
、
と
い
う
ア
ポ

l
ハ
説
は
陳
那
に
始
ま
り
、
ま
た
存
在
す
る
も
の
は
利
那
的
で
あ
り
、
有

効
作
用
を
な
す
、
と
い
う
の
は
、
法
称
と
そ
の
後
継
者
た
ち
の
説
で
あ
る
。
右
は
そ
れ
ら
の
適
用
で
あ
ろ
う
が
、
対
象
が
知
覚
さ
れ
、
か
っ

推
論
さ
れ
る
と
い
う
毘
婆
沙
宗
の
説
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
右
の
最
後
は
、
無
明
に
よ
っ
て
世
間
の
言
行
が
あ
る
、
と
述
べ
る
。
こ
の
言

( 

を士~

主E宅
) 

(
因
)
(
轍
)

可噌零

明
は
不
二
一
元
論
の
立
場
に
も
通
ず
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
無
明
の
説
明
は
仏
教
説
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

ス
タ

1
イ

ト

ヴ

ァ

プ

ッ

ヂ

イ

ニ

ト

ヤ

ト

ヴ

ア

プ

少

ヂ

ィ

問
『
し
か
し
無
明
は
剃
那
的
な
も
の
に
対
し
て
の
恒
常
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
、
身
体
に
対
し
て
の
常
住
で
あ
る
と
い
う
意
識
、

ス

ッ

カ

プ

ッ

ヂ

イ

シ

ュ

l

ヌ

ヤ

ヴ

ア

ス

ト

ゥ

ブ

ヲ

ヂ

ィ

苦
に
対
し
て
の
楽
で
あ
る
と
い
う
意
識
、
空
な
る
も
の
に
対
し
て
の
事
実
で
あ
る
と
い
う
意
識
で
あ
る
、
と
い
う
。

ザ

ヤ

ヴ

ア

ス

タ

ー

二
種
の
集
合
体
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
個
別
的
相
違
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、

何
の
た
め
に
常
住
な

そ
し
て
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
、

チ
ェ
l
タ
ナ
ア
ー
ト
マ
ン
イ
1
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ

精
神
的
な
我
と
主
宰
神
と
が
承
認
さ
れ
る
の
か
』

(
U
・日常
l
J

ア
ー
ト
マ
ン
イ
1
シ
ュ
ヴ
ア
ラ

最
後
は
我
と
主
宰
神
の
否
定
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
不
二
二
克
論
の
立
場
か
ら
の
批
判
(
凶
)
が
続
く
。

ユ

ク

テ

ィ

・

ア

ヌ

パ

ヴ

ァ

・

ヴ

ィ

ロ

ー

ダ

l

ト

ω
『
〔
汝
は
〕
錯
覚
し
て
い
る
。
〔
汝
の
説
は
〕
あ
ら
ゆ
る
点
で
道
理
と
経
験
に
矛
盾
し
て
い
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
な
ら
〔
汝
の
説
で
は
〕

サ

ン

ハ

ン

ト

リ

チ

ェ

l
タ

ナ

ス

テ

ィ

ラ

ス

カ

シ

ダ

ア

ヌ

サ

ム

ダ

1
ヤ

統
合
す
る
主
体
で
あ
る
精
神
的
な
恒
常
な
も
の
が
な
い
か
ら
、
諸
種
と
諸
微
塵
と
の
集
合
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

プ
ッ
ヂ
ィ

「
意
識
に
お
い
て
〔
集
合
が
〕
あ
る
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

ス
リ
シ
ュ
テ
一
イ

か
ら
、
創
造
に
対
す
る
活
動
が
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た

そ
の
剃
那
的
な
〔
集
合
〕
が
欲
す
る
こ
と
を
成
就
す
る
知
が
な
い

パ
ラ
マ
ア
ヌ
サ
ム
l
ハ

ま
た
部
分
の
な
い
諸
極
微
の
集
成
が
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の

こ
と
は
〔
次
の
よ
う
に
〕
言
わ
れ
る
。

チ
ェ

1
タ
ナ

〈
恒
常
な
精
神
的
な
も
の
を
欠
く
か
ら
、

ア
チ
ェ

I
タ

ナ

ア

ヌ

ま
た
そ
れ
自
体
が
非
精
神
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
諸
誼
と
諸
微
塵
と
の
集
合
は
、

こ
こ
で

後期シャンカラ派における部派仏教批判

は
適
合
し
な
い
〉
と
』

(
U
・日常
I
E
)

批
判
の
第
一
点
は
、
諸
要
素
を
統
合
す
る
永
続
的
精
神
的
主
体
(
我
)
が
な
い
か
ら
、
五
誼
や
諸
極
微
が
集
合
す
る
こ
と
が
あ
り
得
な
い
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
趣
旨
は
'
S
(昆
切
め
-
N
-
N
・
昆
)
以
来
繰
返
さ
れ
て
き
た
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
教
の
主
張
は
、
精
神
的

な
我
が
な
く
と
も
、
縁
起
に
よ
っ
て
二
種
の
集
合
体
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
縁
起
説
は
切
足
と
同
様

に
『
稲
芋
経
』
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
目
、
外
的
縁
起
と
内
的
縁
起
の
二
種
、
縁
の
関
係
と
は
、
諸
原
因
の
集
合
で
あ
る
諸
縁
が
果
を
生
ず

ヘ
ー
ト
ゥ
ウ
パ
ニ
パ
ン
ダ
プ
ラ
ト
ヤ
ヤ
ウ
パ
ニ
パ
ン
ダ

る
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
因
の
関
係
と
縁
の
関
係
と
の
二
原
因
か
ら
生
ず
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
因
の
関
係
と
は
一
々
の
因
が
果

を
生
ず
る
関
係
、
縁
の
関
係
と
は
諸
原
因
の
集
合
で
あ
る
諸
縁
が
果
を
生
ず
る
関
係
で
あ
る
。
外
的
な
因
の
関
係
は
、
例
え
ば
種
子
か
ら
芽

ダ

ー

ト

ゥ

プ

1
タ

が
生
じ
、
:
:
:
花
か
ら
実
が
生
ず
る
如
く
、
外
的
な
縁
の
関
係
と
は
六
要
素
(
前
記
の
六
元
素
)
の
和
合
か
ら
種
子
を
因
と
し
て
芽
が
生
ず

221 



る
如
く
で
あ
る
。
内
的
縁
起
の
因
の
関
係
と
は
十
二
縁
起
で
あ
り
、
内
的
な
縁
の
関
係
と
は
六
要
素
(
地
・
水
・
火
・
風
・
空
・
識
)
の
和
合

か
ら
身
体
が
生
ず
る
関
係
で
あ
る
。
こ
の
十
二
縁
起
の
解
釈
は
、
N
W
ミ
と
同
様
に
輪
廻
の
中
に
あ
る
人
間
存
在
の
在
り
方
を
説
明
す
る
も

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
精
神
的
な
も
の
(
我
)
が
な
く
と
も
不
都
合
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
批
判
は
、
無
明
等
は
縁
起
の
支
分
の
前
の
も
の
が
後
の
も
の
の
発
生
の
動
力
因
と
な
る
け
れ
ど
も
、
集
合
体
の
発
生
に
は

何
の
動
力
因
も
可
能
で
は
な
い
、
と
い
う
。
こ
れ
は
ノ
S
註
(
包
匂
め
-
M
・
M
・
5
)
の
趣
旨
に
遡
る
見
解
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
『
精
神
的
な
も

の
(
我
)
が
な
け
れ
ば
、
諸
の
因
を
集
合
せ
し
め
る
他
の
も
の
は
な
い
』
(
七

-s:)
と
い
う
に
帰
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

ウ
パ
サ
ル
パ
ナ
・
プ
ラ
ト
ヤ
ヤ

間
『
〔
他
を
〕
予
想
し
な
い
ま
ま
で
最
後
の
刺
那
に
到
っ
た
地
等
は
芽
を
作
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
近
接
縁
の
力
か

ら
互
い
に
一
緒
に
な
る
こ
と
が
あ
る
』
云
々

5
・

s:)

222 

と
い
う
反
論
が
続
く
。
そ
れ
へ
の
批
判
の
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。

山
山
『
諸
原
因
が
一
緒
に
な
る
こ
と
は
、
配
置
の
違
い
と
そ
の
目
的
を
知
る
知
慧
の
あ
る
者
を
前
提
と
す
る
と
だ
け
見
ら
れ
る
。
故
に
非

精
神
的
な
も
の
か
ら
〔
集
合
体
が
〕
生
ず
る
は
ず
は
な
い
』
(
℃
・
。
N
E
E
)

こ
れ
は
主
宰
神
が
な
け
れ
ば
、
集
合
体
は
成
り
立
た
ず
人
間
存
在
は
説
明
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
詳
論
で
き
な
い
が
、
仏

教
の
特
徴
的
な
一
議
論
を
示
し
て
お
く
。

ll

パ

lヴ
ア

ア

ス

テ

ィ

ラ

サ

ン

ハ

タ

ぽ
『
諸
存
在
は
永
続
し
な
い
け
れ
ど
も
、
常
に
集
成
し
て
い
る
だ
け
で
、
無
始
な
る
輪
廻
に
お
い
て
起
こ
る
。
し
か
し
彼
此
よ
り
諸
の

ア

ヴ

ァ

ス

テ

イ

タ

恒
存
し
て
い
る
も
の
が
或
る
も
の
に
よ
っ
て
集
成
体
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
無
明
等
は
そ
れ
(
集
成
体
)
を
依
所
と
し
て
い

る
。
ま
た
そ
れ
だ
か
ら
統
合
す
る
精
神
的
な
〔
我
〕
が
な
い
か
ら
、
縁
の
関
係
を
有
す
る
縁
起
こ
そ
が
正
し
い
』
(
U
・
8
5
1
5

要
す
る
に
仏
教
で
は
剥
那
滅
な
が
ら
も
常
に
身
心
の
集
合
体
が
あ
り
、

そ
の
集
合
体
を
依
所
と
し
て
無
明
等
が
あ
る
。
両
者
は
不
離
の
関
係

に
あ
り
、
相
互
に
依
存
し
あ
っ
て
輪
廻
の
存
在
を
な
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
す
る
以
下
の
批
判
の
要
旨
は
、
仏
教
は
永
遠
な
精
神
的
な
主
体
(
我
)
を
認
め
ず
利
那
滅
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
、
因
果
関

係
(
縁
起
)
が
成
立
し
な
い
し
、
身
心
の
集
合
体
も
成
立
し
な
い
|
|
!
人
間
存
在
が
説
明
で
き
な
い
ー
ー
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

「
存
在
し
て
い
る
も
の
は
剥
那
的
で
あ
る
」
と
い
う
剃
那
滅
説
へ
の
批
判
が
最
大
の
議
論
と
な
る
。

、.
I
J
 

a
F
 

結

以
上
h
N
W
句
の
「
毘
婆
沙
師
と
経
量
部
の
見
解
」
の
部
分
の
前
半
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
内
容
は
『
倶
舎
論
』
等
か
ら
理
解
さ
れ
る
阿
毘

達
磨
仏
教
と
は
、
か
な
り
に
異
な
っ
て
い
る
観
が
あ
る
。
そ
れ
は
阿
頼
耶
識
説
を
含
み
、
陳
耶
や
法
称
の
直
接
知
覚
説
、
法
称
以
後
の
剃
那

滅
説
等
を
前
提
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
倶
舎
論
』
等
よ
り
も
発
展
し
た
後
の
仏
教
を
扱
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
本
書
の
仏
教
観
は
不
二
一

元
論
の
伝
統
高
山

F
F
E
h・
hb~rp)
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
上
述
の
よ
う
に
独
特
の
視
点
を
含
む
。
こ
の
時
代
に
も
仏
教
が
第
一

に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(1)

拙
稿
「
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
諸
派
に
お
け
る
縁
起
説
批
判
」
水
谷
幸
正
先
生
古
稀
記
念
論
集
『
仏
教
福
祉
・
仏
教
教
化
研
究
』
思
文
閣
出
版
、

平
成
一

O
年
。
本
稿
の
使
用
テ
キ
ス
ト
と
略
号
は
右
に
な
ら
う
。

(
2
)

拙
稿
「
後
期
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
に
お
け
る
仏
教
理
解
!
|
l
h
号
む
を
INWミ
p
s
b
M
hミ
営
の
所
説
1
i
|
」
(
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
二
二
号
)
は

本
書
の
仏
教
批
判
の
要
旨
と
中
観
派
の
紹
介
と
批
判
の
部
分
を
取
り
あ
げ
た
。

(
3
)

こ
の
一
言
は
ジ
ャ
ニ
ャ

1
ナ
シ
ュ
リ
l
ミ
ト
ラ

Q
ぬ
向
昌

asミ
マ
白
I
E
E昌
札

pe品目
H
E目
σ
可
〉
吋
宮
山
}
g
F
N
E
E
-
M
U
え

E
S∞
吋
b
-
H
)
が
掲
げ

る
論
証
式
に
酷
似
す
る
。
利
那
滅
説
に
つ
い
て
は
谷
貞
志
『
利
那
滅
の
研
究
』
(
春
秋
社
、
平
成
二
一
年
)
に
多
く
教
え
ら
れ
た
。

(
4
)

『
稲
芋
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
復
元
本
類
に
つ
い
て
は
川
の
拙
稿
で
言
及
し
た
。
今
の
六
要
素
説
は

Z-
見
。
凹
印
刷
N
S
F
a
-
印
ロ
仏
門
円
二

同ーと

ω刊
誌
令
官

S
E
ω
ミ
ミ
・
ロ
a
E
5
8
の
日
節
に
出
る
。

(5)

同
州
市
山
門
本
5
1
F
N
H
1
N
日
い
吋
節
。
門
戸
M
3
5
・
∞
H
S
I
∞
H
E
-
缶
百
l
∞
H
E
w
∞
H
S
l
∞
N
E
h
N
E
!
?
∞
N宮
l
∞
N
E
w
日
告
-
E
C
U
日
8・

(
以
下
註
記
省
略
。
ま
た
本
稿
で
詳
し
く
触
れ
え
な
か
っ
た
本
書
の
縁
起
説
批
判
や
利
那
滅
説
批
判
等
に
つ
い
て
は
他
日
に
考
察
し
た
い
。
)

(
聖
和
学
園
短
期
大
学
教
授
・
東
北
大
学
名
誉
教
授
)
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